
 
 

《 例会 》 毎月第 2 水曜日 19:00~21:00 若松栄町教会（☎ 0242-27-3944） 

 

 

 

 ◇3 月の聖句 ◇ 

この人は、大工ではないか。マリアの息子で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではないか。 

姉妹たちは、ここで我々と一緒に住んでいるではないか。このように、人々はイエスにつまずいた。 

                                        マルコによる福音書 6章 3節 

  
3月例会プログラム 

 日時；2016 年 3 月 2 日(水)19：00~ 

 会場；若松栄町教会 

 

            司会；青山孝男メン 

 

 １．開 会 点 鐘      高橋京子会長 

 ２．ワイズソング       一  同 

 ３．会長あいさつ      高橋京子会長 

 ４．連 絡 ･報 告 

 ５．聖 句 朗 読 

 ６．食前感謝 

 ７．会 食         

 ８．協 議         会員卓話 

 ９．Happy Birthday! Happy Anniversary! 

    — あかべこ — 

 10．閉 会 点 鐘      高橋京子会長 

 

 

＜2月例会出席状況＞ 

   在 籍 者 5 名   ゲスト 0 名 

   出 席 者 4 名   メネット 0 名 

＊1月例会出席率 80％ 

   あ か べ こ    4,000円 

   15−16 年度合計    25,800 円 

 

  

               

権力は国民を護らない        髙橋眞美 

 

「国民の生命と財産を守る」と安倍首相は、集団的自

衛権の説明で 30 回以上も手を振りながら叫びました。

あのテレビ放映を見ながら 70 年前の体験を思い出し

ていました。わたしの家族は、祖父母の代から朝鮮で

暮らしていました。父母は結婚後旧満州の大連へ。わ

たしは父の勤務先の当時の満鉄病院で生まれました。

その後、父は天津で医院を開業。わたし達家族はかの

地で、敗戦の年までなに不自由なく、病院やわが家の

お手伝いだった地元の人々と仲良く生活していまし

た。 

そしてあの 8月１５日。状況は一変しました。父の病

院は閉鎖、家族は身辺の整理、小学生だったわたしは

学校へ。その日いつもの通学路の両脇には目を鋭く現

地の人たちがわたし達を取り囲むように迫ってきま

した。これは中国で生まれ育ったわたしが最初に体験

した恐怖でした。そして外国租界に住んでいたわたし

達や親族は、日本租界に移り住むことになりました。

いや「移り住む」ではなく 8畳二間にお風呂と台所の

アパートに、親戚達が避難したのでした。 

大人達の苦難が始まりました。まず家族のいのちを守

ること。必死でした。 

「国が国民の生命をまもる」？ 軍隊 が？  

 

2015~2016 年度主題 
 

   International President : Wichan Boonmapajorn (Thailand) 

"Mission with Faith"「信念あるミッション」 

Asia Area President : Edward K. Wong (Singapore) 

"Through Love, Serve"「愛をもって奉仕しよう」 

東日本区理事 渡辺 孝（甲府）主題：「原点に立って、未来へステップ」 

北東部部長 中川典幸（仙台） 主題：「今と原点を融合して未来へ」 

会津クラブ会長 高橋京子   主題：「継続は力・手をつないで前へ」  

 

＜№251 会津通信＞ 

2016 年 3 月 27 日発行 

☆ 強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う。 ☆ 

 

 

 

会 長 高橋京子 

副会長 髙橋眞美 

書 記 髙橋真人 

会 計 髙橋真人 



とんでもない！ アッと言う間にわたし達は見捨てら

れました。大日本帝国の軍隊や政府関係者の姿は真っ

先に見えなくなりました。国は国益しか守らないのが

現実。 

積極的平和主義って、貧困、格差、差別、不平等など

としっかりと向き合って解決策を見出していくこと

だってわたしは思うのだけれど。 

 もう一つの体験。ある日の昼時、久しぶりに家にい

る父や伯父達と賑やかに食卓を囲んでいる時、突然、

中国の兵隊が二人、ぬっと軍靴のまま入ってきて、わ

たし達に銃剣を突き付けた。その瞬間、父が呟く様に

低い声で「声をあげるな！。そのまま！」みんな何事

もなかったかの様に食事を続ける。わたしの左頬に銃

剣の先が見える。いま思い出しても、体が震えます。

どの位経ったか 2人の兵隊は、アッケにとられたよう

になにもせず出て行った 。と、その瞬間、部屋の中

が明るくなったと記憶しています。 

 今国会で審議されている戦争法案、あの人の答弁は

どうみても詭弁、言葉騙しにしか聞こえないのは、わ

たしだけでしょうか。騙されない！と心から叫ぶ小さ

なわたしがここにいます。 

 

次期会長・部役員研修会 開催 

 

  
 

３／５（土）～６（日）次期クラブ会長・部役員研修

会が東山荘で行われ、無事終了いたしました。 

（当日は東山荘本館２階ロビーで、ＮＨＫ朝ドラ「あ

さが来た」モデル広岡浅子展も開催されており、一般

客でにぎわっていました） 

基調講演では、「これからのワイズ、ＹＭＣＡにとっ

てのワイズ」と題して、元アジア太平洋地域ＹＭＣＡ

同盟総主事の山田公平さん（3 月 9 日宇都宮クラブ入

会）から、たいへん示唆に富んだお話しをうかがうこ

とができました（後日、まとめを報告予定です）。 

２日間にわたり、参加者のみなさんは熱心に研修を受

けていらっしゃいました。 

この研修から次期の準備が始まりました。 

今回の学びをクラブの活動、部の活動に生かしてくだ

さい。  

参加者総数は１０５名でした。 

この内、次期クラブ会長は３９名、次期部役員は２９

名でした。 

出席率に直すと、次期クラブ会長は６５％（３９／６

０クラブ）、次期部役員は５９％（２９／４９、７部

×７名）でした。 

今期も次期も「部の活性化」を強調テーマとしていま

す。そのような中で、次期部役員の出席率が低いのが

気がかりです。 

ともに、ワイズの現状を認識し、改善に向けて智恵を

出し合いましょう。  

次期研修会の集合写真を添付しますので、ご高覧くだ

さい。（撮影・写真提供：田中博之さん）  

２日目の聖日礼拝で行なわれた、東日本大震災復興支

援のための献金は４６，６０１円でした。当日の閉会

式で東日本大震災支援対策本部長の渡辺隆理事に手

渡しました。 

 東日本区ＬＴ委員長 伊藤 幾夫（東京コスモス）

ワイズの報告を掲載させて頂きました。 

 

 会津だより 

会津の三泣き 

会津人の性格を表す言葉があります。 

「会津に来たときはその閉鎖的な人間関係に泣き、なじ

んでくると人情の深さに泣き、去るときは会津人の人情

が忘れ難く泣く」というもので、会津人の気質がよく表さ

れています。 

会津に来られると、はじめはとっつきにくい印象を会津の

人に対してお持ちになるかもしれません。でも、会津で暮

らしていくうちに会津人の、あたたかさに触れることができ 

るはずです。3月は別れの月で多くの方が・・・・・？ 

次回は「什の掟」で、あいづっこ宣言として受け継がれて

いる精神です。 

 

 

◇ 今後の予定 ◇ 

◆4月例会 

4月 13日（水）午後 7時より  

        「LT」 

◆ユニークダンス例会 

      4月 20日（水）午後７時 

         場所：アガッセ 
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